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 要 旨 
目的： 
 アルコール摂取は主要な交通事故の原因であり，これを防ぐため厳密な法律が制定され

たにもかかわらず，飲酒運転により法律を犯し服役する者がまだいる。そこで本研究では，

これらの交通事故加害者が機会飲酒者なのか，飲酒習慣の修正が困難なアルコール依存症

者なのかを調査した。 
方法： 
 横断研究にて，2 か所の刑務所の受刑者 50 人を対象とし，アルコール摂取習慣と犯罪歴，

精神病理学的背景について調査した。 
結果： 
 対象者のうち 88%がアルコール依存症もしくは他の薬物使用者だった。精神病理学的兆

候は，対象者の 10%でみられた。全体の 72%に犯罪歴があり，半分に暴行歴があった。彼

らは社会的適合者で，スペイン人（86%)で安定した仕事と家族を持っていた（76%)。 
結論： 
 交通犯罪におけるほとんどの受刑者はアルコール依存症で，そうでない者はほとんどな

かった。彼らのアルコール摂取は他の犯罪を引き起こし，再発と社会的排除を回避するた

めの治療が必要である。 

 




